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平成１９年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 
 平成１９年２月２日 

上場会社名 東海染工株式会社 （コード番号：３５７７ 東証・名証第１部）
（ＵＲＬ http://www.tokai-senko.co.jp ）   
代   表   者  役職名・氏名 代表取締役社長 八代 芳明 
問合せ先責任者 役職名・氏名 取締役管理部長 津坂 明男  ＴＥＬ：（０５２）５８１―８１４１ 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
  （内容）法人税等の税金費用の計算について、一部簡便な方法を採用しております。 
  
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成１９年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１８年４月１日 ～ 平成１８年１２月３１日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期）  

純 利 益       
 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％

平成１９年３月期第 3 四半期 １６，７７８ 8.4 ３ － △１５７     － △５７７ －

平成１８年３月期第 3 四半期 １５，４８４ △10.6 △２５６ － △４４１     － △４９３ －

(参考)平成１８年３月期 ２１，８５９ △１０３ △３２２  △４０７

 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

平成１９年３月期第 3 四半期 △１６ ６３ － －

平成１８年３月期第 3 四半期 △１３ ９４ － －

(参考)平成１８年３月期 △１１ ５６ － －

（注）１．売上高等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
      ２．平成18年3月期第3四半期および平成18年3月期については、平成18年12月28日発表の「（訂正）

平成１８年３月期決算短信（連結）の訂正について」及び「（訂正）平成１８年３月期第３四半
期財務・業績の概況（連結）の訂正について」に基づき訂正後の数値等を記載しております。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 国内繊維加工の海外移転は加速しており、国内マーケットは更に縮小するという逆風はありますが、当

第３四半期の連結売上高は、16,778 百万円（前年同期比 8.4％増、1,293 百万円増）と増収になりました。

これは主として昨年４月の国内同業他社との染色加工事業の統合もあり、国内無地染織物加工の売上高が

前年同期比で 23％増加したことと、インドネシア子会社の売上高が前年同期比で 9％増加したため、繊維

事業の売上高が 1,114 百万円（前年同期比 7.5％増）増加したことによるものであります。加えて、機械販

売・システム・保育サービス等の非繊維事業も前年同期比で 17％増加と堅調に推移いたしました。一方で、 
製造コストの上昇は当初の予定を上回っており、また誠に遺憾ではありますが、当期において発覚しまし

た売上金額等の不正計上及び商品の不正流出の影響もあり、営業利益 3 百万円（前年同期は営業損失 256

百万円）、経常損失 157 百万円（前年同期は経常損失 441 百万円）となり、棚卸資産滅失損 328百万円等の

特別損失の発生及び税金等により四半期純損失は 577 百万円（前年同期は四半期純損失 493 百万円）とな

りました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 純 資 産       自己資本比率 １株当たり 

純 資 産      
 百万円 百万円 ％ 円    銭

平成１９年３月期第 3 四半期 ２１，３９１ ８，１１０ ３７．５ ２３０ ７４

平成１８年３月期第 3 四半期 ２１，２２０ ８，６２５ ４０．６ ２４８ １９

(参考)平成１８年３月期 ２２，２５０ ８，９３８ ４０．２ ２５７ ２２

（注）１．平成19年3月期第3四半期については、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企
業会計基準第5号）を適用しております。 

２．平成18年3月期第3四半期および平成18年3月期については、平成18年12月28日発表の「（訂正）平
成１８年３月期決算短信（連結）の訂正について」及び「（訂正）平成１８年３月期第３四半期
財務・業績の概況（連結）の訂正について」に基づき訂正後の数値等を記載しております。 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 当第３四半期末の財政状態は、前連結会計年度末と比較し、総資産は 859 百万円減少、純資産は 982 百

万円減少しました。 

 資産の増減の主なものは、現金及び預金 797百万円減少、たな卸資産 48百万円減少等による流動資産 717

百万円の減少と固定資産 141 百万円の減少であります。 

 負債の増減の主なものは、支払手形及び買掛金 439 百万円減少、短期借入金 746 百万円増加等による流

動負債の増加 178 百万円と、繰延税金負債 173 百万円減少、長期借入金 159 百万円増加等による固定負債

の減少 55百万円であります。 

 

○ 添付資料 
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 

 
以  上 

 
[参  考] 
 
平成１９年３月期の連結業績予想（平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円

通     期 ２２，７００  △７０   △２１０  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） △６円 ５銭 
 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
 業績予想につきましては、平成 18年 12 月 28 日公表の業績予想を変更しておりません。 

 
(注)上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざまな要
因によって異なる結果となる可能性があります。 
 


